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『生きる』を支える
意思決定支援

「もしバナゲーム」の様子

　令和6年12月18日（水）全職員対象の倫理研修を開
催しました。タイトルは「『生きる』を支える意思決定支
援」として、様々な病気やライフスタイル、ライフイベン
トを抱えながら、最期までその人らしく「生きる」とはど
ういうことか、研修参加者が自分に置き換えて考えられ
る「もしバナゲーム」をしました。

　命の危機が迫った状態になると、約70％の方が、受け
たい（あるいは受けたくない）医療やケアなどを自分で
決めたり、望みを人に伝えたりすることができなくなる
と言われています。そういった「もしもの時」について、
大切な方と話し合ったことはありますか。「分かってはい
るけど、なんとなく、縁起でもない」と言って避けていま
せんか。「話し合わない」という選択も尊重します。しか
し、人生の最期をどう過ごしたいか考えたり話し合った
りして、友人や家族といった大切な人に自分の願いを伝
えておくことで、「もしもの時」に自分だけでなく、貴方の
大切な人の苦しみも緩和します。そういった話し合いを
ゲーム感覚で体験できるのが「もしバナゲーム」です。

　研修では、人生会議（Advance Care Planning：アド
バンス・ケア・プランニング）の講義後に皆さんで「もし
バナゲーム」をしました。このゲームは、重病の時や死の
間際に「大事なこと」として人がよく口にする言葉が書い
てあります。例えば「どのようにケアして欲しいか」「誰に
そばにいて欲しいか」「自分にとって何が大事か」といっ
た内容です。1枚ずつカードを取り、自分にとって大事

なことが書いてあるカードは手元に残し、そうでない
カードは捨てていきます。自分自身の価値観を考え、一
緒にプレイする人と価値観を語り合うことで、自分自身
の『生きる』について考え人生会議の一端に触れる体験
となりました。参加者からは、価値観は個人によって職
種によってこんなに違うのかと驚いたといった感想が聞
かれました。

　患者さんの意思決定を支援するには、多専門職種に
よる多面的な価値観を貴重としたチームアプローチが
必要です。また、超高齢社会を迎え、様々な体験、人生
観、価値観をもつ高齢患者さんに対するEOLケア
（End-of-Life Care）の一環としても、意思決定支援は
大きな課題です。

　今回の研修は、管理課職員、診療情報管理士、看護師
の方々が参加してくださいました。今後も様々な職種の
方々と語り合って、患者さんに支援を届けていきたいと
思います。
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　12月6日にJR、浜田警察署、浜田市消防本部、浜田
市など複数機関による訓練があり、浜田医療センター
はDMATとして、附属看護学校の学生は患者役として
参加しました。

出動までの準備
　列車内に刃物を持つ男性と多数傷病者が発生とい
う情報から、外傷に対応する医療資器材を準備し安全
のためヘルメットや安全靴を身に付けました。

出動
　医師1名、看護師２名、業務調整員１名が出動しまし
た。現場到着後、消防現場指揮所に到着を報告、指揮
命令系統や活動内容を確認して業務調整員は消防現
場指揮所に残り、医師、看護師は列車へ向かいました。

現場活動
　事故は１両目で発生、私達は２両目の車両に乗り込
みました。消防職員がトリアージした傷病者が次々と
搬送されます。平時とは異なる環境で医療処置を行い
ました。処置を受けた傷病者は医師の判断のもと消防
職員により速やかに列車外へ搬送されました。

訓練を通して
　各機関が専門性を発揮しながら協働する大切さに
気付きました。私達は医療提供や医学的判断を求めら
れており、DMATが現場に出る意義を再認識しまし
た。他機関との情報共有、役割分担が重要ですが訓練
でその難しさを体験出来ました。

まとめ
　当院は浜田駅と連結しJR山陰本線がすぐそばを
通っています。有事の際には今回の訓練が役立つと考
えます。今後も、積極的に訓練に参加し、顔の見える関
係を作りながら研鑽したいと思います。
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